
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

８月７日に病害虫防除所から「農作物有害動植物発生予察情報 注意報第３号（斑

点米カメムシ類）」が発表されました。水田内の斑点米カメムシ類の発生量が多く

なっています！防除を徹底しましょう！ 

８月７日発表の２週間予報では、最低気温、最高気温ともにかなり高い日がある

予報です。根の活力を維持するため、穂揃期を過ぎたら飽水管理を行いましょう。 
   
 

 

■斑点米カメムシ類防除の徹底 

８月4、5日の水田におけるすくい取り調査によると、斑点米カメムシ類

の発生確認地点率は39％（平年29％）と過去２番目に多くなっています。

穂揃期と穂揃期７～10日後の２回の基本防除を確実に実施しましょう。  

また、防除後も水田内で斑点米カメムシ類が確認された場合は追加で防

除を実施します。 
 

■穂揃期以降は飽水管理を実施 

飽水管理は、地温を下げ、土壌を酸化的に保つことができます。

高温年に飽水管理を行うことで、白未熟粒の発生を抑制することが

できます。水のためっぱなしと早期落水は厳禁です。 

ただし、フェーン現象が懸念される場合は速やかに湛水して、イ

ネを高温と乾燥から守りましょう。 
 

■適期内の刈取作業に向けた準備 

県全体の出穂盛期は８月１日で、平年に比べ

て３日早まりました。その後も高温で推移して

いるため、刈取適期は大幅に早まる見込みです。

適期に刈取作業ができるように、コンバインや

乾燥機等の整備を早めに進めましょう。 
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斑点米カメムシ類多い！防除の徹底を！ 
今後も高温は続く見込み！穂揃期を過ぎたら飽水管理を！ 
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登熟期の水管理の品質への影響
（河北町、令和6年）

白未熟粒

5％減！

AgriLook○R「適期作業カレンダー」で圃場の

予想刈取適期を確認できます！ 

5/17移植「はえぬき」（山形市）の場合 

 

「適期作業カレンダー」の詳細は最寄りの 

農業技術普及課にお問い合わせください 


